
  

 

６月は雨の多い季節。時間をかけてじっくり 

読める、おすすめの本を展示します。 

「はてしない物語」 

ミヒャエル・エンデ 著 

いじめられっ子の少年が不思議な本の世

界に入り込んで、数々の冒険を繰り広げ

る傑作長編ファンタジー。世代を問わず

楽しめる、読み応えのある物語。 

●五十巻越えの人気時代小説 

「居眠り磐音江戸双紙シリーズ」 

佐伯泰英 著 

●中国古典文学を読みやすく 

「子ども版 三国志(全 10 巻)」 

       羅貫中 原著 

「おうちでじっくり読む本」 「おとうさんの本」 

6/16（ 日）は父の日。おとうさんの愛情が 

たっぷりな絵本を展示します。 

「雨の絵本」 

雨が続く毎日、楽しく過ごせる絵本をご紹介。 

●あめあめふれふれ♪ 

「あめこんこん」 

松谷みよ子 作 

●お気に入りのふしぎなかさ 

「ちいさなきいろいかさ」 

もりひさし シナリオ 

●とうちゃんってすごい？ 

「あいたくなっちまったよ」 

きむらゆういち 作 

●父子のやさしいふれあい 

「きはなんにもいわないの」 

片山健 作 
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６月の展示紹介 


